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不動岩礁岩の帰属について

1．はじめに

著者らは，熊本大学教育学部地学教室に在

籍し，身近な地域の自然環境の探究と教材化

をテーマに熊本県内を中心に調査研究してい

る．今回は，熊本県北部の山鹿市に分布する

不動岩の牒岩について報告する．

山鹿市東部の三玉地域では，山腹に不動岩

と呼ばれる奇岩が露出している．古くは山伏

の修験場であり，また民話の題材としても使

われている．現在は九州自然歩道のlコース

として多くの人に親しまれている．

この不動岩は，厚い赤紫色の操岩層からな

り，現在までほとんど研究の対象とされてい

ない．それは，分布が三玉地域のみに限られ，

他地域への連続性がよくわからない．さらに

化石の産出も報告されていないためである．

ここでは，不動岩の喋岩に着目し，喋岩の

分布域の踏査とともに喋岩の操組成を調査し，

他地域の操岩層の操組成と比較する．この磯

組成により，不動岩の喋岩の帰属問題につい

て検討する．

本研究を進めるにあたり，地学教室の渡辺

一徳教授には研究の便宜を図っていただくと

ともに有益なご助言をいただいた．また，同

教室の田中均助教授には現地調査や地質図，

篠組成等研究全般にわたり終始懇切丁寧な指

導をしていただいた．同馬場正弘助手には，

磯組成等データ処理に関しご助言をいただい

た．以上の先生方に心より感謝いたします．

なお，本研究は，島田・宮川の平成10年

度科学教育研究生としての研究の一環である

ことを付け加えるとともに，研究の機会を与

えていただいた，熊本県教育庁及び鹿本教育

事務所,鹿本町教育委員会,八代教育事務所，

八代市教育委員会当局の方々，ならびに鹿本

中学校,八代第五中学校の職員の方々に深く

感謝いたします､．
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図1調査地域位憲図

2．地質概要

調査地域は，山鹿市の中心部から東北東へ

およそ3kmの地点を中心に位置する山地で

あり，標高100mから400mの地域である．

行政区分では，山鹿市と鹿本郡菊鹿町の境界

に位置している（図1）．

調査地域の地質学的位置は，筑後変成岩

(三郡変成岩）の南東端付近であり，結晶片

岩と変斑れい岩体の分布地域である．

筑後変成岩は，松本達（1958）により福岡

県南部から熊本県北部に分布する三郡変成岩

について命名され,源岩層序がたてられた．

その後，井上(1959,1963)や榊・山本

(1967)，柳(1967)によって変成岩岩石学的

研究がなされている．また，山鹿地域の変斑

れい岩は南北5km・東西20kmの範囲で，

周囲の三郡変成岩の向斜構造の軸部に分布す

る．この変斑れい岩については，榊・山本

(1967)により変成分帯が行われた．また，

矢野ほか（1991)，早坂・梅原(1994),早坂・

贋瀬(1997)による構造地質学的見地からの

報告もある．周辺部には小規模な蛇紋岩体を

帯状に伴う（榊・山本，1967)．本調査地域

は，この変斑れい岩体の東縁部にあたる．



さらに，白亜紀花樹岩類が本地域を取り巻

くように分布している．花樹岩体は，赤木

(1933)，山本(1955),Yamaoka(1956)ら

の研究に始まり，井上(1963),唐木田(1992),

笹田(1987)などの報告がある．本調査地域

周辺に分布する花樹岩は，唐木田（1992）に

より，玉名花柑閃緑岩，菊池花樹岩，筒ケ岳

花樹岩の3種類に分類されている．本調査地

域北西部に分布する岩体は，筒ケ岳花樹岩に

属している．

以上の岩石を覆い山鹿市東部の山地の南斜

面に分布する赤紫色の篠岩層が不動岩牒岩で

ある．その赤紫色篠岩層の一部が奇岩として

そそり立ち不動岩と呼ばれている（表紙写真

参照).10～50cmほどの陳からなる牒岩であ

り，松本（1962）によれば古第三系だと考え
られている．

なお，本地域の総合的研究は，鹿本郡鹿北

町から菊池『岡上細也域にかけては,Yamaoka

(1956)により地質学的研究が行われている

が,､不動岩周辺までの報告はされていない．

さらに調査地域の低地に点在して阿蘇火砕

流堆積物（小野，1965）が分布している．

阿蘇火砕流堆積物は，下位からAso-l~

Aso-4に区分される（小野ほか,1977;ﾉj

野・渡辺,1983)が,本地域に分布するのは

Aso-4火砕流堆積物であり，岩相上軽石質

非溶結凝灰岩と溶結凝灰岩に大きく2分され

る．非溶結部分は,Watanabc(1978,1979:

の用木軽石流，八女軽石流の一部にあたり，

溶結部は八女軽石流の一部に相当する．本質

岩塊の岩質は，流紋岩質である（渡辺・藤本

1993,1994)．本調査地域では，菊鹿町下内田

の谷沿いに低地を埋めるように分布する．ま

た，調査地南部山鹿市蒲生から八の峯にかけ

ては標高50m程度の台地を形成している．

堆積物の層厚は，数m～10mを越え，特に谷

を埋めている部分では溶結しており,10m近

い崖を形成している部分もある．

3．地質各論

本調査地域の地質図を図2に示し，各岩体

の特徴を述べる．なお，図中のPHO.は露

頭写真の位置，丸数字は露頭番号である．
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1)筑後変成岩（三郡変成岩）

松本達(1958)は，筑後変成岩の源岩組成

を下部よりA,B,C,D層群に区分した．

井上(1959)は福岡県八女地域の調査から，

下位から下部層，中部層，上部層に区分した．

下部から中部層は，松本達（1958）のA層群

に，上部層は,B層群の下部に相当する．な

お，松本達(1958)のC層群,D層群は石灰

岩を含む地層である．井上(1959,1963)に

よる各部層の特徴は以下の通りである．

下部層：大部分は泥質岩起源の黒色片岩層

よりなり，その中に数枚の砂質片岩及び緑色

片岩の薄層をはさむ．層厚600m.

中部層：中部層の主部は1枚の厚い砂質片

岩層と1枚の厚い緑色片岩層で織成され，砂

質片岩層中には連続性に乏しい黒色片岩層の

薄層が数枚はさまっている層厚約1200m.

上部層：大部分は泥質岩起源の黒色片岩層

よりなり，緑色片岩及び珪質片岩の薄層をは

さむ．層厚約1200m.

本調査地域における筑後変成岩は，菊鹿町

車谷と山鹿市深倉峠付近にわずかな分布を示

し，片理の明瞭な泥質片岩からなり若干珪質

部分をはさんでいる．片理の方向はNNE-S

swで，東傾斜である．菊鹿町車谷の林道沿

いの露頭①では，泥質片岩と見かけ上上位の

蛇紋岩，変斑れい岩との間に写真1のような

結晶片岩のみからなる角喋岩層が観察される

筑後変成岩の変成年代は，泥質片岩中の白

雲母のRb-Sr年代が,207±lOMa(久留米),

207±7Ma(山鹿),214±9Ma(八女）であ

り,K-Ar年代が,163±4Ma(久留米).

193±6Ma(山鹿),211±7Ma(八女）であ

鱗

写真1結晶片岩中の角礁岩層



図2山鹿市三玉不動岩周辺の地質図

1:沖積層2:洪積砂篠層3:阿蘇火砕流堆積物4:不動岩操岩5:筒ケ岳花樹岩
6：変斑れい岩7：蛇紋岩8：結晶片岩9：走向・傾斜10:片理11:断層

(丸で囲んでいる部分は露頭が存在する地点を示す）
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る（柴田・西村,1983,1985).この値は，周

防変成帯（約220Ma)に対比されてい鳥

(早坂ほか，1987)．

2）変斑れい岩

榊。山本（1967）は本地域を含む山鹿市か

ら玉名郡南関町に分布する変斑れい岩体を変

成鉱物の組合せをもとにI。Ⅱ帯に分帯した

I帯：パンペリー石・ローソン石が特徴であ

る．本岩体の北西部にあたる．

Ⅱ帯：緑れん石と少量のアルカリ角閃石がみ

られる．本岩体の北東部にあたる．

本調査地域の大部分を占める変斑れい岩体

はこの分帯を用いればⅡ帯に近い組成をもっ

ている．榊・山本(1967)によれば，変斑れ

い岩の受けた変成作用は，伴われる変成鉱物

及び変形の様子から広域変成作用であること

を示している．鉱物粒が著しい破砕作用を受

けていたり，一定方向の再配列がみられる．

また，この変斑れい岩体は周囲の結晶片岩に

全く熱の影響を与えていないため固体貫入し

たものであろうと考えられていた．変成作用

も結晶片岩と連続的で同一の変成作用を受け

ているとされてきた．

しかし，早坂。梅原（1994）は，変成作用

は非連続的であること，結晶片岩との間に非

変成層が存在すること，境界付近は著しいせ

ん断帯をなすこと等によりパイルナッフ°を想

定するのが妥当としている．矢野ほか（1991＞

も変斑れい岩は筑後変成岩に衝上していると

考えている．

山鹿地域の変斑れい岩の放射年代は，角閃

石のK-Ar年代で,306±19Ma,477±l!Ma

を示す（西村・柴田，1988,1989)．この放射

年代値は，見かけ上下位の筑後変成岩の放射

年代値より古い値を示している．

また，本調査地域では変斑れい岩にともな

われる蛇紋岩がみられる．菊鹿町車谷の林道

の露頭②では黒色の部分と一部滑石化した部

分が観察される（写真2）．この蛇紋岩は変

斑れい岩と結晶片岩との境界付近に細長く延

びたように分布し,N-S方向の破断が多く
入り崩れやすい．

-12-

写真2変斑れい岩に伴う蛇紋岩体

3）筒ケ岳花樹岩

唐木田（1992）命名．玉名・荒尾市の筒ケ

岳に典型的に露出し，南関町へと続く．さら

に東方の鹿北町，山鹿市に分布する．おもに

細粒で塊状の複雲母花陶岩である．玉名市北

方の露頭では，片状を示す場合も見受けられ

る．また細粒の複雲母花樹岩～粗粒の複雲母

花樹岩へと地域で岩相の変化がある．特に鹿

北町多久付近では,1cm大の白雲母を含む

粗粒の複雲･母花樹岩が分布する．本調査地域

内では北西部の深倉峠付近に分布する岩体は

中粒で塊状を示し小さい六角板状の黒雲母の

結晶がみられる．また，山鹿市上吉田では結

晶片岩中に貫入している露頭が確認できるが；

ごく制附のアプライト質の複雲母花耐岩となっ

ている．一般的に筒ケ岳花淘岩ではアプライ

ト，ペグマタイト脈をよくともなう．

周囲の岩体との関係は深倉峠南の砕石場の

露頭③で,筑後変成岩に貫入し変斑れい岩と

断層で接すること（写真3）が観察できる．

筒ケ岳花樹岩のK-Ar年代は，黒雲母が6号

写真3花樹岩と周囲の岩体との接触部



Ma(河野・植田，1966）・95.0±4.8Ma

(笹田,1987),白雲母が95.1±4.8Ma(笹

田，1987）である．

確認できる露頭は見つけられなかったが，首

石峠南東500mの砕石場内の露頭④において

変斑れい岩体とN－S方向の断層で接するこ

とが確認できる（写真5）．

さらに，今回の調査においても不動岩牒岩

からの化石の産出がなかったため，際岩層の

定量的調査を試みた．不動岩牒岩の篠組成を

不動岩周辺の8地点で調査し，牒種構成の統

計処理をした．篠組成の調査方法は面方式を

とり，牒岩1㎡中の牒種と篠径を100個の篠

について調査し,100個に達しないときは順

次調査範囲を広げる方法をとった．その結果

をまとめたものが図3である．

4）不動岩傑岩

山鹿市三玉地域の山地の南東斜面に露出す

る喋岩を不動岩牒岩と仮称する．この牒岩は

蒲生北方の不動岩及びその西側の谷と斜面，

三玉地区の首石岩から一つ目神社まで，湯口

池の北西側斜面の3カ所に分布する．

この不動岩牒岩は，従来は不動岩と首石岩

とに限られて分布するとされてきたが，今回

の調査により，磯岩層の分布は従来考えられ

ていたものより広く，層厚も数10mを越す

ことがことがわかった（図2参照)．

不動岩の操岩層は，亜円牒から円牒を主と

し,cobble大の篠が多くみられる（写真4)

操の淘汰度は，全体的にはあまりよくない．

喋種は，変斑れい岩,結晶片岩類が大部分で

まれに花樹岩を含む．

また，下位の岩体との層序関係をはっきり

ヨー

雲謹
不動岩①

不動岩②

不動岩③

不動岩④

不動岩⑤

不動岩⑥

不動遣⑦

､不動岩⑥

不動平均
一

OIO2030405060708090100

|閉花樹岩類闘珪質片岩口泥質片岩■緑色片岩
|認斑れい岩

図3不動岩の操組成表

不動岩牒岩の椛成牒種及び個数比は，変斑

れい岩が最も多く49％を占める．次いで珪

質片岩が34％，緑色片岩が14％，泥質片岩

が2％となる．最も少ないのは花樹岩喋で，

わずかに1％を占めるにすぎない．ただし，

今回の磯組成調査は必ず花樹岩喋を含むよう

な面で調査しており，無作為に抽出した面に

おける篠調査では，花淘岩喋の割合はもっと

小さくなる．

牒径は，最大で50cm程度のものがあるが

数は多くない．大部分は,cobble～pebbleの

範囲に分類される．一部砂質喋岩といえる層

も見られるが，非常に薄く連続性もない．

写真4不動岩喋岩

4．不動岩喋岩中の花尚岩礁について

先に述べたように不動岩牒岩には，まれ

(1%以下）に花樹岩篠が含まれる．筆者らは

ごく少量の花樹岩喋が不動岩の堆積時期を考

える上で重要な要素となりうると考え，花樹写真5不動岩操岩と変斑れい岩の接触部
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岩篠と不動岩周辺に分布する花闇岩体との関

連について調査した．本調査地域周辺には3

種類の花樹岩が分布するため，不動岩の牒岩

にどの花樹岩の操が含まれるかにより喋岩の

生成年代を推定することができると考える．

本調査地域周辺の花樹岩類については，山

本(1955)により，玉名の北西及び南関町付

近の花樹岩類を南関町を模式地として玉名花

樹閃緑岩と命名された．山中(1973)はこの

地域の花閥岩類を詳しく観察すると岩相のち

がいが認められるとし，2種類の花樹岩体が

存在することを報告した．またYamaoka

(1956)は，鹿本郡菊鹿町から菊池市北部に

かけて調査をし，3種類の花閥岩体が存在す

ることを報告している．唐木田（1992）は，

以上の花闘岩体の岩相上の特徴と分布から菊

池市から玉名市にかけての花問岩類を玉名花

闇閃緑岩，菊池花樹岩,筒ケ岳花崩岩の3種

類に区分した．

本調査地域周辺に分布する花樹岩類を図4

に示す．筒ケ岳花樹岩の特徴は各論で述べた

が，他の2種類の花樹岩体の特徴を述べる．

玉名花樹閃緑岩は，山本（1955）により命

β

琴、 ③墨

名された．大牟田市東端の三池山から南関町，

三加和町，菊水町，山鹿市，菊鹿町，菊池市

とほぼ菊池川沿いに東西約40km南北約15

kmの範囲で細長く分布し，最も広い範囲を

占める．岩相は，粗粒で塊状，長さ1cmか

それ以上の大形で柱状の角閃石を含む．斑状

の角閃石の量比は多少変化するが，全般的に

岩相変化は小さい.黒雲母も大形のものが多

く見られる．有色鉱物が多い部分には，暗色

の同源ゼノリスが認められる．主成分鉱物は，

石英，カリ長石，斜長石，角閃石，黒雲母で

ある．放射年代は，菊池市龍門の黒雲母のK-

Ar年代で87Ma(河野・植田,1966)を示

す．

菊池花樹岩は，唐木田(1992)により命名

された．菊池市北部竜門ダムの北部と東部に

分布する．中粒～粗粒で塊状の黒雲母花閥岩

で，おもにアダメロ岩質(Yamaoka,1956J

を示す．花闘閃緑岩類の部分もある（笹田，

1987)．菊池市金峰の断層近くの花周岩はよ

り優白色となる．ときに大形で斑状のカリ長

石を含む．主成分鉱物は，石英，カリ長石，

斜長石,黒雲母である．放射年代は，菊池市

図4不動岩周辺の花樹岩類分布図(Yamaoka1956;渡辺・藤本1993,1994より編集一部加筆）
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兵戸峠の黒雲･母のK-Ar年代で913±4.8Ma

(笹田，1987）を示す．

さらに本報告の調査地域北方には，筑後変

成岩に貫入する石英斑岩が点在する．この石

英斑岩の貫入も花樹岩体の活動期と同じ時期

の活動であると考えられる．

一方，不動岩牒岩の花樹岩喋は転石で見る

ことができるが露頭で観察できるところは少

ない．露頭で観察できる喋径は，通常10~

20cm程度の大きさであるが,50cmを上回るも

のもある（写真6）．

写真6不動岩礁岩中の花商岩喫

また，不動岩篠岩に含まれる花淘岩牒は，

アプライト質な篠や細粒～中粒の複雲母花樹

岩傑であり（写真7），粗粒の黒雲･母花樹岩

や，大形角閃石を含む花樹閃緑岩の操を見つ

けることはできなかった．調査地域周辺の花

同岩体の分布から最も近いのは，筒ケ岳花樹

岩であり，不動岩磯岩に含まれる花耐岩牒は

筒ケ岳花圃岩の篠であると判断できる．

さらに，不動岩牒岩の堆積時期と筒ケ岳花

樹岩の貫入時期であるが,Yamaoka(1956̂

籍
識

識
白誤母

写真7花商岩操の顕微鏡写真（不動岩
写真の横幅が2mm

は，玉名花樹閃緑岩に菊池花樹岩が貫入して

複合岩体を形成し，その後筒ケ岳花樹岩が貫

入していると報告している．唐木田（1992）

は，玉名花樹閃緑岩と筒ケ岳花樹岩の境界付

近において，細粒優白色の複雲母花耐岩脈が

多く存在するとしている．

筆者らは今回の報告地域外であるが，玉名

市箱谷の砕石場において，筒ケ岳花耐岩と玉

名花働閃緑岩の接触面を観察し，筒ケ･岳花樹

岩が玉名花糊閃緑岩をゼノリスとしてもつ露

頭を確認した（写真8）．

写真8玉名花商閃緑岩のゼノリス

以上の結果から3種類の花問岩の活動に一

いては,Yamaoka(1956)の順序が妥当だ
と考える．また，すべての花淘岩類には，マ

プライト質の複雲母花樹岩岩脈が認められる

また，不動岩喋岩に含まれる花樹岩篠は複

雲母花樹岩で，最も若い花樹岩の磯である．

このことより不動岩操岩の堆積時期は，3種

類の花淘岩類の活動以降であるといえる．

5．各地層の牒岩の燦組成

筆者らはまた，不動岩牒岩の帰属問題を麦

える方法として他地域の操岩層の調査も行一

た．同じ後背地から供給される磯なら堆積し

た篠岩の篠種において共通点が必ずあるはす

である．このことが帰属問題を考える上で重

要な要素となる．そこで,不動岩に近い場所

に分布する磯岩層及び不動岩と同じように赤

紫色を呈する篠岩層の藤組成を調査した．

図5に篠組成の調査位置を示す.調査方法

については，不動岩の篠組成と同じく面方式

をとり1露頭で100個の磯を調査し，各篠岩
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層につき3露頭の調査を行った．

各牒岩層の操組成調査結果をまとめたのか

図6である．この表の構成牒種個数比は，3

露頭の合計で表してある．

図6より，今回の調査において不動岩喋岩

D5l

図5各喋岩層の藻組成調査位置図

八代層〈Lc）

御所浦層群(U､c）

御船屠群(uc）

姫の浦居群(uC）

雁回山居(U､C）

赤崎唐(T）

千石層(LC）

鱒睡屠(LC）

扇畑層〈LC)，

田野層(U､C)．
量山層(U､C》

熊本居群(U,C）

銀水居(T）

鉢ノ甲届くT）

不動岩

霊調。
1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 Ⅸ
I ＝ 香 今 凸 一 一 一

〃花尚岩顛圧斑れい岩■凝灰岩騒石灰岩
ご火山岩類二．結晶片岩■泥砂礎岩醗チャート

→一一一一●凸凸冬』●一一』一・一戸●－－4一一一

図6各地層の磯岩の喋組成表

と全く同じ篠組成を示す地層はなかった．し

かし，不動岩喋岩に含まれる斑れい岩，結晶

片岩,花樹岩の3種の操の組み合わせが入っ

ている地層は，雁回山層（田村・田代,1職)，

熊本層群（今西，1963)，赤崎層（長尾，

1926)，銀水層（松下，1949）である．牒の供

給源を考慮した場合以上の地層のいずれかと

-16-

不動岩牒岩を対比することが可能であると考

える．他の地層については，牒種の共通性が

ないため，見かけは類似していても対比でき

ない．

そこで，先に述べた4地層において不動岩

喋岩と比較する．

この中で，不動岩藤岩と同様に結晶片岩磯

の割合が多いものは，熊本層群(50%),赤

崎層（44％),銀水層（54％）である．これ

らは，不動岩牒岩と同程度の割合で結晶片岩

磯を含んでおり後背地の類似性を暗示させる．

また，斑れい岩喋は，不動岩喋岩においての

み高い含有率を示し，他の地層では，数％に

すぎない．花樹岩喋は，赤崎層と熊本層群で

は10％以下であるが，銀水層では40%を超

えている．この場合,古第三紀層である銀水

層や鉾ノ甲層と不動岩喋岩が同時代の堆積物

であるならば，花淘岩礁の量が違いすぎると

思われる．

6．不動岩藤岩の帰属について

不動岩喋岩では，今回の調査においても化

石の産出をみることができなかった．ただ，

筆者らは以下の理由により，不動岩礁岩は熊

本層群に対比できると考える（表1）．

①不動岩喋岩に含まれる花問岩牒は1%と少

なく，筑後変成岩に岩脈状に貫入した花闇岩

が磯になっていると考えられる．この場合，

花耐岩体本体はまだ露出していなかったにち

がいない．とすれば,花周岩体の貫入後削剥

されるまで大きな時間間隙は考えられない．

②不動岩礁岩に含まれる花樹岩喋は，細粒の

複雲母花樹岩喋であり，筒ケ岳花樹岩牒と判

断できる．この筒ケ岳花周岩の95．0±4.8

Ma(笹田,1987)という放射年代を考慮す

ると不動岩は，少なくともアルビアン以降の

堆積物である．

③熊本市東方に分布する熊本層群の操組成調

査で,不動岩喋岩の操組成に類似している結

果を得るとともに，不動岩牒岩に含まれる花

問岩礁や斑れい岩藤および筑後変成岩中に点

在する石英斑岩と全く同じ岩相を示す磯を採

集した．

なお,熊本層群は,Inoceramusamaﾙusensis



調査地域の層序および対比表表．
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